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二つのショック：MRJの挫折とコロナ

ワクチンの遅れ

コロナ禍のトンネルの中で日本が直面してい

る状況から語り始めると，日本人として心して

よく考えなければいけないことが，二つ起こっ

たと思います。

一つは，MRJ の挫折です。戦後日本の工業

生産力モデルは，自動車産業の一本足打法とま

で言われていました。産業国家日本としてこの

状況を突き破っていくためのプロジェクトが挫

折したことは，産業界を生きた私にとっても大

きなショックでした。世界に誇るクオリティの

自動車をつくれる国が，どうしてジェット旅客

機 1 機つくれないのか。MRJ の始動前からの

この質問に対して，機体の部品はつくってい

る，部材を日本が供給しているという理屈で誇

りを保っていました。しかしながら，完成体の

ジェット旅客機をつくり上げる力と，部品を提

供していることの間には，大きな壁があったの

です。

MRJ が凍結された理由として，コロナ禍に

より当面航空機需要が期待できないからという

説明がされるのですが，実際は当初の計画から

大きく後退し続けてきました。当初は輝かしい

構想でスタートしたプロジェクトでした。私自

身，例えば新素材からエンジンに至るまで，ア

メリカなどの航空大手を超えていくポテンシャ

ルを持ったプロジェクトだと大いに期待してい

ました。ところが，結局アメリカの型式認証が

出ず，型式認証を受けるためには，既にボーイ

ング社が採用している素材や部品をそのまま

使った方がいいなどという論調になり，いつの

間にか新鮮味のないプロジェクトに変わって

いってしまったのが実態です。戦後における世

界の産業競争の中で，アメリカは日本に自動車

で追い越されたことを重く受け止め，ジェット

旅客機では日本に譲れないという背景も大いに

あったと思います。

もう一つは，日本が国産ワクチンをなぜつく

れないのかという現実です。例えばイスラエル

や，最近では新興国といわれる国でもワクチン

の開発に挑んでいます。日本国内でも研究開発

の段階では先端的な取り組みが進んでいるにも

かかわらず，日本発のワクチンが世に出ないこ
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とには構造的な問題がひそんでいます。

92 年にワクチンをめぐる副反応の責任が問

われ，接種から 1か月以内に副反応が起きた場

合は，製薬会社と国が全面的に責任を負うとい

う司法の判断がありました。このため製薬会社

は，ワクチン開発に対して極めて消極的になら

ざるを得なくなってしまいました。世界中の各

国がコロナと向き合う局面で，日本という国

が，こうした新しい研究開発を実装化していく

制度設計において，重大な問題を抱えていると

いうことを明確にしたといえます。

コロナの関連でもう一つ例を挙げれば，コロ

ナ患者に対応する病床の数についてです。従来

日本は，人口当たりの病床数が OECDの中で

も極めて優位性があると言われていました。と

ころが，現実にはコロナ患者に対応する病床

は，最初に国内でコロナ患者が発生してから 1

年以上経ったにもかかわらず殆ど増えていませ

ん。英米に比べるとわずか 1割にとどまってい

ます。しかし国内では，緊急事態宣言を解除す

るかしないかという話ばかりが繰り返されてい

ます。専門家の意見を踏まえたという政府から

の発信も，ステイ・ホームだけのメッセージに

終始しています。政策論として，正面から病床

数を増やすことに立ち向かうべきだと思いま

す。

病床数が増えない要因としては公立病院と民

間病院との連携に構造的問題があることなどが

考えられますが，いずれにせよ，日本の持つポ

テンシャルを活かし，課題に対応するためのシ

ステムを設計し，それを稼働させる構想力に大

きな問題があると指摘せざるを得ません。

実体経済と金融経済の乖離

経済界でも奇怪なことが起きています。実体

経済と金融経済の乖離です。2020年の年始か

ら年末までの間に，日経平均株価は 18.3％上

がりました。この間，日本の実体経済，すなわ

ち実質 GDP成長率は 4.8％落ち込んでいます

（21 年 2 月内閣府発表）。

実体経済がマイナス 4.8％で冷え込んでいる

国が，株価だけが 18.3％上がるというのは不

思議です。今の日本の経済を考える上で，株価

だけが実体経済からかけ離れて高騰している状

況をどう捉えるかが非常に重要なポイントで

す。

この状況に対しなされる説明は大きく二つあ

ります。

一つは，金融市場に過大な資本が投下されて

いるということです。すなわち 2020年の世界

経済規模が約 87 兆ドルといわれる中，その約

2割あるいはそれ以上の異次元金融緩和と財政

出動が，緊急経済対策という名目のもと実行さ

れました。

ところが，産業の現場には資金需要がないた

めに，それらの資金が実体経済を伴わないマ

ネーゲームを肥大化させる土壌になり，株価だ

けが上昇する結果を生んでいます。いわばマ

ジックマネーが市場に溢れているから株価が上

がっているということです。

そのような「根拠なき熱狂」ともいうべき状

況の中で登場してきた説明が，イノベーション

先取り論というものです。このコロナのトンネ

ルを抜けた先にデジタル・トランスフォーメー

ションと，グリーン・イノベーションが待ち構

えている。それを株価は先取りしているのだか
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ら株価が上がっても不思議ではないという説明

です。

直近では 2月下旬にアメリカの長期金利が上

昇し，それに触発されるように株価が落ち込み

ました。私の元にも，このまま長期金利が上が

り続ければ赤字国債のリスクが重くなり，株価

も下落を続けるのではないかと懸念する声が寄

せられています。さらに，アメリカの長期金利

が相対的にほかの国より高くなると，新興国か

らの資金がアメリカに吸収されてしまい，新興

国の金融面での脆弱性があからさまになるとい

うリスクが出てきます。今，コロナのトンネル

を抜けようともがく世界経済は，非常に微妙な

局面の中に入りつつあります。

3つの資本主義の相関と緊張

この実体経済と金融経済の乖離という問題に

ついて，われわれが真剣に考えなければいけな

いことは，「3つの資本主義の相関と緊張」で

す。今われわれは，産業資本主義と金融資本主

義とデジタル資本主義で成る三角形が生じる渦

巻きの中に吸い込まれているのではないでしょ

うか。今生きている時代を的確に捉え，論理的

に思考を組み立てるために，これら 3つの資本

主義を足掛かりとして経済社会の課題を整理す

るモデルを提示したいと思います。

まず世界史を振り返ると，資本主義の原点と

も言われる株式会社が登場したのは 1600年の

イギリス東インド会社で，1602 年にオランダ

東インド会社が生まれ，資本主義なる時代の中

に人々が足を踏み入れました。それ以後，イギ

リスを先頭にする産業革命が巻き起こり，世界

史は産業資本主義の時代を 400年間走り続けた

といってもいいでしょう。

日本でも明治という時代になってから，第一

次産業革命が繊維産業から吹き荒れました。戦

後になってからは，鉄鋼産業，エレクトロニク

ス産業，自動車産業を興して，日本の復興，成

長というパラダイムをつくり上げました。産業

力で外貨を稼ぐことで豊かな国をつくるという

スローガンを掲げ，産業資本主義の優等生とし

て生きてきたのです。しかしそれが故に，後に

台頭する金融資本主義とデジタル資本主義との

緊張の中で翻弄されることになったともいえま

す。

私たちは今，歴史的な転換点にあると表現さ

れますが，どういった転換点なのか踏み込む議

論はされていません。あえて申し上げるなら

ば，この産業資本主義の優等生という自己完結

型のモデルから，相関しながら進展している金

融資本主義とデジタル資本主義との三つ巴の渦

巻きに取り込まれる転換点にあるということで

しょうか。

冷戦後，技術の軍民転換で起動した

デジタル資本主義

産業資本主義の時代が大きくきしみ始めた

きっかけは，冷戦の終焉だったと思います。

IT 革命の出発点になったネットワーク情報技

術革命がなぜ起こったのか，インターネットが

何の目的で，誰によって登場してきたのかを考

えれば，IT 革命や今われわれがデジタル・ト

ランスフォーメーションと言っているものの原

点が分かります。

インターネットはアメリカの国防総省が開発

したARPANETの軍民転換でした。ARPANET

は 1969 年に国防総省の研究者が冷戦期の軍事

システムの防衛を目的として開発し，完成した

8 世界経済評論 2021年7月8月号

特集 グローバル化の評価と行方：進・資本主義への鼓動



コンピューターネットワークであり，冷戦時代

のアメリカを支えていました。

その後 1990年前後に冷戦が終焉し，軍事技

術としてアメリカの情報通信を支えてきたネッ

トワーク技術を民生用に開放して活用していく

ことになります。それがわれわれの目の前にイ

ンターネットが登場してきた瞬間でした。この

ネットワーク情報技術革命の裾野に，現在

GAFAM と呼ばれるような巨大企業が，当時

のベンチャー企業としてビジネスモデルを生み

出したのです。

インターネットの登場を IT 革命の第 1 段階

とするならば，現在，IT 革命は第 2 段階，す

なわちデータリズムの時代に入ってきました。

あらゆるデータを掌握することによって全ての

分野に参入していこうとするデータリズムを掲

げた GAFAMは，急激に大きな力をつけてい

ます。一方，携帯電話や通信販売など，ITを

狭い構想でしか捉えられなかった日本は，大き

く立ち遅れていると言わざるを得ません。

デジタル・トランスフォーメーションといわ

れる状況の中で，データリズムに支えられたデ

ジタル資本主義が登場したことになります。

冷戦後，金融工学の肥大化が生んだ

金融資本主義

もう一つの金融資本主義も，原点は冷戦の終

結頃だったと思います。冷戦の時代にはアメリ

カの優秀な理工科系の人材の大半が軍事産業に

吸収されていました。ところが冷戦の終焉と共

に軍事予算が大幅に減少した状況を背景として

リストラが始まり，これらの人材が向かった先

が金融だったのです。

それにより，かつての金融の主力だった産業

金融という世界が急速に変容し始めました。銀

行が企業の経営者や技術を見極めてお金を貸

す。そのプロジェクトが成功し，お金が利息付

きで戻ってくる。冷戦終結前の世界はそのよう

な産業金融の仕組みの中で経済を動かしていた

のですが，冷戦後金融に流れた理工科系の人材

は，物理，数学を利用した金融工学に基づき

ジャンクボンドやヘッジファンドといった金融

ビジネスモデルを開発しました。

このようなビジネスモデルがあったからこそ

当時のベンチャー企業が資金を調達でき，ひい

ては IT 革命の成功につながったとも言えます

から，一概にこれらを批判することはできませ

ん。しかし，金融工学が加速しながら独り歩き

し始めたことも確かです。

かつて 1920年代の金融恐慌をもたらした教

訓の中から，アメリカは銀行と証券の分離を進

め，1990年代に入ってその垣根を取り除く金

融規制緩和に一挙に着手しました。2008年の

リーマンショックをもたらしたサブプライム

ローンは，そのような状況の中から金融工学が

生み出したビジネスモデルだったのです。さら

にその後，ハイイールド債のようなジャンクボ

ンドに類するビジネスモデルをつくり出してい

くのですが，その結果，金融が加速度的に肥大

化していったということが，冷戦後の大きな特

色だったと思います。

デジタル資本主義・金融資本主義の主役

先に述べたように，われわれは産業資本主義

の世界を生きてきました。日本が輝いて見えた

時代です。戦後の復興から高度経済成長期を走

り，1980 年代にはジャパン・アズ・ナンバー

ワンと言われるような時代を迎えました。とこ
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ろが冷戦が終わってから 30年経過し，この 30

年の間にいつの間にか新しい資本主義の様相が

大きく展開し始めました。その一つがデジタル

資本主義といううねりであり，もう一つが金融

資本主義といううねりだったということを話し

ました。

さらに，これらの資本主義は相互に関係して

いると思います。つまりアメリカ西海岸のデジ

タル資本主義が生み出すビジネスモデルに対し

て，東海岸の金融資本主義，すなわちウォール

ストリートが潤沢な資金を与え，デジタル資本

主義の肥大化につながったとも言えます。さら

にデジタル資本主義自体が，金融という機能を

も持ち始めています。バンク 4.0という言い方

がありますが，全く新しい時代の金融ビジネス

モデルをデジタル資本主義の側がつくり出して

いく。そういう渦巻きの中に，われわれ自身が

置かれているとも言えるのです。

さらにこれらの担い手に着目すると，金融資

本主義の総本山であるウォールストリートを現

実に動かす大きなエネルギー源になっている勢

力は，ゴールドマン・サックスに象徴されるよ

うなユダヤ系の人たちです。ユダヤ系の人たち

が無から有を生じる金融ビジネスモデルの中心

にいることは，歴史的にも裏付けられます。ユ

ダヤ系の人たちが世界史の中に金融という世界

を築いてきたともいえるわけです。

他方デジタル資本主義について，代表的な西

海岸のシリコンバレーにおけるビジネスモデル

の担い手を挙げると，かのスティーブ・ジョブ

ズの父親がシリア人であることを筆頭に，他に

もインド系，中国系，韓国系など様々な人種・

国籍で構成されています。世界中からこの分野

でフロントラインにいる人間が集積しているの

です。

金融資本主義が生む「富の逆進性」

産業資本主義の時代は，日本が敗戦の中から

立ち直ったように，ものづくりの生真面目さや

技術の蓄積が肝要となる世界でした。しかし冒

頭にMRJ やワクチンの話題を取り上げたよう

に，今の日本は産業資本主義のメカニズムを稼

働させる力が好循環しているとは言い難い状況

なのです。

日本という国がまさに今，この「3つの資本

主義」の繰り出す強烈なうねりの中に次第に埋

没しているとしか言いようがないのですが，そ

のことによって，今どのような問題が生じてい

るかが次の話です。

金融資本主義のうねりがもたらしている事象

は，格差と貧困です。金融が肥大化すればする

ほど，株価が V字型回復すればするほど，株

を持つ人にとっては大きな恩恵となりますが，

株を持たない人にとっては何の意味も持ちませ

ん。現実に日本の個人株主が保有する株式の 7

割以上は高齢者が占めています。ジェネレー

ションギャップが金融の世界でも起きていま

す。産業資本主義は実体経済の世界です。その

実体経済をはるかに上回る，膨張剤のようなも

のが金融経済によって作用しています。伸び悩

む実質経済成長率に表れるように産業資本主義

が埋没する一方，金融経済は肥大化していくこ

とによって，ますます格差と貧困の問題が大き

くなるという構図になっています。

特に今回のコロナの中で，私は「富の逆進

性」という言葉を使い続けています。富を持っ

ている「上層」は家に閉じこもってマネーゲー

ムに興じ，サラリーマンのような「中間層」

は，家でリモートワークする人が増えていま

10 世界経済評論 2021年7月8月号

特集 グローバル化の評価と行方：進・資本主義への鼓動



す。一番の課題は，日本で言えば年収 400万円

以下の所得層です。今や日本の人口の 5割が該

当するのではないかと推計されていますが，い

わゆる低所得層の人ほどコロナにかかるリスク

に向き合いながら，ロジスティックスやスー

パー，コンビニなど，人が触れ合う現場を支え

ているのです。コロナのリスクと富の分配とが

逆相関するパラドックスが，「富の逆進性」の

構図です。

デジタル資本主義の光と影

もう一つの大きな課題が，デジタル資本主

義，つまりデジタル・トランスフォーメーショ

ンの加速度的進行が生み出す光と影です。AI

の導入によって均質化，平準化した労働が次々

にコンピューターによって取って代わられてい

きます。例えば会計などの中間層の労働はパ

ターン化され，AIによって置き換わっていく

でしょう。

そのような状況の中で，経済社会学の新しい

キーワードとして「デジタルプロレタリアー

ト」という言葉が登場しました。

プロレタリアートという言葉は産業資本主義

時代のマルクスに象徴されるように，資本と労

働という二極，つまり資本によって労働が搾取

されるという構図の中で生まれた言葉だったの

です。

ところが今日では産業，金融，デジタルの 3

つの資本主義が複雑に渦を巻き，新しいタイプ

のプロレタリアートが生まれました。それがデ

ジタルプロレタリアートです。

例えば，大学生，高校生，中学生の若い人たち

に，将来いかなる仕事に就きたいかというアン

ケートをとると，人気職種の上位に YouTuber

が出てきます。これが何を象徴しているかとい

うと，自分が主役だという誤った認識です。今

や多くの人がスマートフォンを握り締めて，誰

が見聞きするかはともかく，情報を発信するこ

とができるようになりました。自分が発信して

いるから主役だと思い込むのです。しかしやが

て，自分自身がデジタル・トランスフォーメー

ションの中で踊らされている悲しさに気付くこ

とでしょう。

デジタル・トランスフォーメーションが今後

の世界を変えていく大きなエンジンになること

を否定する気はありません。しかし同時に，そ

のことがもたらす影の部分についても，的確な

認識をもって向き合うべきだと思うのです。

コロナ禍で浮き彫りになる

デモクラシーの危機

3つの資本主義の渦中にありながら，パンデ

ミックとどう向き合うかは，もう一つの重要な

課題です。人の生死に関わることですから，多

くの人に不安がよぎって，鬱になる人もいるく

らい深刻になっています。2020年は，2019 年

と比べて 700人以上自殺者が増えました。パン

デミックの中で精神的な余裕を失い，この渦巻

きの中で何が進行しているのか見えなくなって

いることの不安が，こういうことをもたらして

いるのだと思います。

人が受け身で時代に向き合う傾向がある中

で，不安になればなるほど誰かに力強く方向を

示してもらいたい，誰かに解決して欲しいとい

う期待感が強まっているのです。

日本では 3.11 から 10年経ったところで，パ

ンデミックの試練が襲ってきました。この 10

年間で何が進行したのかを一言で表せば，統合
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への願望です。自分以外の誰か，例えば国が問

題を解決してくれるという願望が根底にあるか

ら，国は何をしているのだという世論になりが

ちですし，自立心を持って自らが進むべき方向

の舵を取ることができる人は少なくなります。

その意味において，国家主導の課題解決に期

待感が膨らむということは，明らかにデモクラ

シーの危機が進行しているとも言えます。デモ

クラシーは主体的に参画することによって問題

を解決していこうというアプローチ，すなわち

多様な参加者が，多様な形で時代に関わるとい

う在り方です。これに対して今，圧倒的な加速

力で国家主義，国権主義的な統制への誘惑が頭

をもたげてくる現状への懸念を覚えます。

新時代へのニュールール形成

3つの資本主義が生み出す渦巻きをいかに制

御していくべきか考えたとき，ポイントとなる

のは「ニュールール」だと思います。ニュー

ルールは文字通り新しい時代の課題を制御する

ルール形成であって，今後具体的にその内容が

問われることになりますが，既にその兆候は表

れています。例えば，G20ではデジタル課税を

軌道に乗せていかなければいけないと議論され

始めていますし，金融取引税という名目でマ

ネーゲームにより生じた利益に広く薄く税金を

かけ，新しい時代の課題を解決するための財源

にしようという議論も始まっています。地球環

境問題や熱帯感染症問題，今回のようなパンデ

ミックなど，地球規模のさまざまな課題の解決

へ向け，新しいルールを形成することによって

対応していこうとするテーマが，これからの経

済学の大きな軸になってくると思います。

金融取引税は，導入に反対していたイギリス

が EUからの離脱を表明したことを契機に，欧

州でフロントラインに浮上しました。デジタル

課税についても，データリズムを介して個人の

データを掌握し，国境を越えたビジネスモデル

を形成することには一定の責任を伴うべきとい

う議論がありますが，必ずしも場違いなもので

はないと思います。

このように，今後われわれが知恵を絞らなけ

ればならないのは，3つの資本主義がうねりの

ようになって渦巻きを起こしている状況で，誰

がどういう形で責任をとるのか，システムを組

み立てていく中で明らかにすることが重要だと

思います。

脱石油，EV化についても同様です。モータ

リゼーションでは欧米を中心に電気自動車へ切

り替えようとする動きが活発です。日本がかつ

て世界に誇った自動車産業においても，パラダ

イムを大きく変え，国際的な新しいルール形成

に追いつかなければならない時代になっていま

す。

今はこの 3 つの資本主義による渦巻きの中

で，各国が自己主張し合いながら新しいルール

とパラダイムを求めて模索しています。日本が

主役に躍り出たかのように見えた産業資本主義

の時代が大きく変わり，全く新しいルールの下

に，ビジネスや産業が，大きな流れをつくって

いかざるを得ない局面に入ってきたと認識すべ

きでしょう。

新しい資本主義を支える基軸

経済史を振り返れば，資本主義の根幹は，克

己，奮励，努力，競争を通じての切磋琢磨に

よって向上していくということにありました。

その精神的支柱が欧州においてはプロテスタン
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ティズムであったし，日本においては渋沢栄一

の『論語と算盤』に象徴される儒教的価値観で

した。それらはルーツこそ違いますが，国境を

越えてリンクし，結果的にその後の産業資本主

義を支える原動力になりました。

今後は，3つの資本主義を束ねた新しい資本

主義時代の背骨となる価値基軸とは何かという

テーマの追求が求められると思います。

格差と貧困やデジタルプロレタリアートと

いった課題に直面する今，3つの資本主義を制

御するルール形成を通じてあるべき社会を設計

していくためには，大きな構想力が必要です。

単なる現象の解説ではなく，現実に起こってい

るこれらの不条理を乗り越えていくための基盤

になればと思い，この問題意識をお話ししまし

た。

（2021年 3月1日，寺島氏の談話を編集部でまとめました。）
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